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今月の主なニュース

　

ま
た
、
朝
食
に
食
べ
る
こ
と

が
多
い
納
豆
。
納
豆
に
含
ま
れ

る
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
は
、
血

栓
が
で
き
る
の
を
防
ぐ
働
き
が

あ
り
ま
す
。
血
栓
が
で
き
や
す

い
就
寝
中
に
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー

ゼ
を
働
か
せ
る
た
め
に
は
、
朝

食
よ
り
も
夕
食
で
食
べ
た
ほ
う

が
よ
さ
そ
う
で
す
。

体
内
時
計
の
乱
れ
は 

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に

　

体
内
時
計
の
ズ
レ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
調
や
病
気
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
体
内
時
計
が
乱
れ

や
す
い
シ
フ
ト
ワ
ー
カ
ー
（
交

替
勤
務
）
は
、
肥
満
や
糖
尿
病

に
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
障
害

や
う
つ
病
、
不
登
校
な
ど
や
、

メ
ン
タ
ル
疾
患
も
体
内
時
計
の

乱
れ
が
一
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
内
時
計
は
、
夜
更
か
し
や
寝

る
前
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
）
な
ど
、
食
事
以

外
の
生
活
習
慣
で
も
乱
れ
ま
す

か
ら
、
食
事
を
含
め
た
生
活
全

体
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

体
内
時
計
を
整
え
る
食
事
法

を
参
考
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
、
食
べ
る
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
っ
て
栄
養
の
効
果
が
変
わ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
「
時
間

栄
養
学
」。
こ
の
考
え
を
取
り
入
れ
、
生
活
習
慣
病
予
防
だ

け
で
な
く
、
う
つ
病
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
効
果
が
あ

る
食
生
活
を
提
唱
し
て
い
る
、
帝
京
平
成
大
学
健
康
栄
養
学

科
・
野
口
律
奈
准
教
授
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。

　

ヒ
ト
の
体
に
は
「
生
体
リ
ズ

ム
」
と
呼
ば
れ
る
一
定
の
リ
ズ

ム
が
あ
り
、「
体
内
時
計
」
が

こ
れ
を
調
節
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
は

午
前
中
に
発
症
し
や
す
い
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
夜
間
に
合
成

さ
れ
る
…
な
ど
病
気
ご
と
に
発

症
し
や
す
い
時
間
帯
が
あ
る
こ

と
に
着
目
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ

た
治
療
や
投
薬
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
（
時
間
治
療
学
、
時
間
薬

理
学
）。
こ
れ
を
栄
養
学
に
応

用
し
た
の
が
「
時
間
栄
養
学
」

で
す
。

　

同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
、「
い

つ
食
べ
る
か
」「
ど
ん
な
順
番

で
食
べ
る
か
」
に
よ
っ
て
、
体

へ
の
効
果
が
異
な
る
の
で
す
。

流
行
り
の
「
ベ
ジ
タ
ブ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
（
野
菜
か
ら
食
べ

る
）」
も
時
間
栄
養
学
の
考
え

方
を
用
い
た
食
べ
方
の
１
つ
で

す
。

体
内
時
計
を 

毎
日
リ
セ
ッ
ト
し
よ
う

　

地
球
の
時
計
は
１
日
24
時
間

で
す
が
、
ヒ
ト
の
体
内
時
計
は

１
日
24
・
５
時
間
で
す
。
こ
の

０
・
５
時
間
の
ズ
レ
を
毎
日
リ

セ
ッ
ト
し
、
体
内
時
計
を
整
え

る
こ
と
は
、
健
康
維
持
に
お
い

て
と
て
も
重
要
で
す
。
体
内
時

計
に
は
、
中
枢
時
計
と
末
梢
時

計
の
２
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
リ
セ
ッ
ト
す
る
の
が
「
光
」

と
「
食
事
」
で
す
（
図
１
）。

　

朝
起
き
て
日
の
光
を
浴
び
る

こ
と
で
中
枢
時
計
が
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
、
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で

末
梢
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま

す
。ま
た
、体
内
時
計
の
リ
セ
ッ

ト
効
果
は
、
光
よ
り
食
事
、
そ

れ
も
経
口
摂
取
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、「
お
口
の
健
康
」
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
口
か

ら
の
栄
養
摂
取
は
時
間
栄
養
学

の
視
点
か
ら
も
大
切
な
の
で
す
。

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
〟

で
す
ね
。朝
食
と
は
、

〝
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ（
断
食
）〟

を〝
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ（
壊

す
）〟食
事
、つ
ま
り
、

一
番
長
い
絶
食
直
後

の
食
事
を
指
す
の
で

す
。
起
床
後
に
食
べ

る
食
事
を
体
が
〝
Ｂ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
〟

と
見
な
し
、
末
梢
時

計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る

た
め
に
は
、
夕
食
か

ら
朝
食
ま
で
の
時
間

を
で
き
る
だ
け
あ
け

る
（
夕
食
を
早
め
に

食
べ
る
）
こ
と
が
必

要
な
の
で
す（
図
３
）。

　

次
に
、
朝
食
か
ら

夕
食
ま
で
の
３
食
を

12
時
間
以
内
に
済
ま

せ
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、
残
業
な
ど
で
帰
宅
が
遅

い
方
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
方
は
、
夕
方

に
軽
食
を
摂
り
、
夕
食
を
控
え

め
に
し
て
く
だ
さ
い
。
昼
食
と

夕
食
の
間
隔
を
あ
け
過
ぎ
な
い

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

さ
ら
に
、「
よ

く
噛
ん
で
ゆ
っ
く

り
食
べ
る
」「
野

菜
か
ら
先
に
食
べ

る
」
な
ど
は
、
時

間
栄
養
学
か
ら
み

て
も
よ
い
食
べ
方

で
す
。
ま
た
、「
３

時
の
お
や
つ
」
も

理
に
適
っ
て
い
ま

す
。
脂
肪
合
成
物

質
は
、
14
時
～
15

時
に
最
少
、
22
時

～
翌
２
時
に
最
多

と
な
り
ま
す
。
お

や
つ
を
食
べ
る
な

ら
３
時
、
夜
食
は

我
慢
で
す
ね
。

食
事
療
法
に
も 

時
間
栄
養
学

　

食
事
療
法
に
も
時
間
栄
養
学

が
適
用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

高
血
圧
で
減
塩
し
て
い
る
方
。

塩
分
は
夕
食
後
に
排
出
さ
れ
や

す
い
の
で
、
朝
食
と
昼
食
で

し
っ
か
り
減
塩
し
、
夕
食
は
少

し
緩
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

３
食
均
等
に
薄
味
に
す
る
よ

り
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
減
塩

食
の
方
が
継
続
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。

　

体
内
時
計
を
整
え
る
食
事
法

を
図
２
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま

ず
、
起
床
後
２
時
間
以
内
に
朝

食
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
は
、「
朝
食
」
の
定
義
が
重

要
で
す
。
朝
食
は
英
語
で
、〝
Ｂ

朝の光で中枢時計
をリセット

光

中枢時計

抹消時計 朝 

食

朝食で抹消時計
をリセット

この時間を
できるだけ
長くする

12時間

夕食19時

昼食12時

7時間

5時間

末梢時計
リセット

中枢時計
リセット朝食7時

12
時
間
以
内

図１ 体内時計は２つある！図２ 体内時計を整える食事法

〇朝食は必ず食べる
〇起床後２時間以内に朝食を食べる
〇３食を12時間以内に食べ終える
〇おやつはＰＭ３時に食べる
〇夕食が遅い場合、夕方に軽食をとる
〇夕食から朝食までの時間を長くとる
〇出来るだけ食事の時刻を一定にする
〇減塩は朝食と昼食でしっかり、夕食は緩和
〇ゆっくりよく噛んで食べる
〇野菜から食べる（ベジタブルファースト）

7：00 19：00

12：00

時間栄養学をヒントにした
健康な食事の実践

「
日
光
」と「
食
事
」が

毎
日 

体
内
時
計
を
整
え
る
モ
ト

図３ ３食を摂る時間と間隔
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急
激
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
あ
っ
て
、
50
歳
以
上
の

労
働
者
の
割
合
が
増
加
し
続
け
て
い
る
。
政
府
は
、
１
億
総
活

躍
社
会
、
人
生
１００
年
時
代
を
掲
げ
、
希
望
者
が
70
歳
ま
で
働
け

る
よ
う
雇
用
環
境
の
整
備
も
進
め
始
め
た
。
一
方
、
労
働
災
害

を
み
る
と
50
歳
以
上
の
労
働
者
が
労
災
認
定
件
数
の
約
半
数
を

占
め
、
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
が
企
業
に
求
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
産
業
医
科
大
学
産
業
生
態
科
学

研
究
所
作
業
関
連
疾
患
予
防
学
研
究
室
非
常
勤
助
教
の
岩
崎
明

夫
先
生
に
、
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
進
め
方
に

つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

高
年
齢
労
働
者
の 

労
働
災
害
の
現
状
　

　
高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
、�

全
人
口
と
労
働
人
口
の
減
少
が

始
ま
っ
て
お
り
、
定
年
延
長
や

再
雇
用
拡
大
、
年
金
受
給
年
齢

の
引
き
上
げ
な
ど
、
国
を
あ
げ

て
１
億
総
活
躍
社
会
を
目
指
す

流
れ
が
あ
り
ま
す
。
労
働
現
場

で
も
、
熟
練
労
働
者
の
不
足
や

若
者
の
新
規
採
用
の
難
し
さ
な

ど
か
ら
労
働
力
確
保
は
急
務
で

あ
り
、
高
年
齢
労
働
者
の
活
躍

は
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
労
働
災
害
で
は
、

50
歳
以
上
の
労
働
者
の
労
災
認

定
件
数
が
全
体
の
約
半
分
（
48

％
：
２
０
１
６
年
）
を
占
め
て

い
ま
す
。
労
働
災
害
の
千
人
率

（
２
０
１
６
年
）は
、
ど
の
業
種

に
お
い
て
も
50
歳
以
上
で
は
50

歳
未
満
よ
り
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ

50
歳
以
上
が
２
・
72
、
50
歳
未

満
が
１
・
69
と
約
１
・
６
倍
も

あ
り
ま
す
。
特
に
、
製
造
業
、

小
売
業
、
社
会
福
祉
施
設
で
は

そ
の
傾
向
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
図
の
よ
う
に
、
事
故
型
別

の
う
ち
、
特
に
墜
落
・
転
落
、

転
倒
で
は
、
50
歳
未
満
と
比
較

し
て
50
歳
以
上
の
労
働
災
害
の

千
人
率
が
非
常
に
高
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
高
年
齢
労
働
者

が
以
前
と
は
異
な
る
職
種
に
つ

き
不
慣
れ
な
場
合
、
年
齢
と
比

し
て
高
負
荷
作
業
が
あ
る
場

合
、
熟
練
労
働
者
で
あ
っ
て
も

年
齢
と
と
も
に
身
体
・
精
神
機

能
の
低
下
で
以
前
と
同
じ
で
は

な
い
場
合
等
の
複
数
の
背
景
や

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。特
に
、

身
体・精
神
機
能
で
は
、視
力
、

聴
力
な
ど
の
感
覚
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
な
ど
の
生
理
的
機
能
の
低

下
は
比
較
的
早
く
始
ま
り
、
筋

力
の
低
下
は
脚
力
か
ら
始
ま
る

特
徴
が
あ
る
一
方
で
、
知
識
や

技
能
な
ど
の
仕
事
や
訓
練
で
獲

得
し
た
能
力
は
長
期
間
保
持
さ

れ
る
こ
と
、
経
験
と
技
能
の
蓄

積
で
よ
り
高
度
で
複
合
的
な
作

業
能
力
（
熟
練
）
を
獲
得
で
き

る
こ
と
、
と
い
う
よ
い
面
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
年
齢
に
な
る
ほ

ど
、
身
体
・
精
神
機
能
の
個
人

差
は
広
が
り
、
多
様
性
が
増
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高

年
齢
労
働
者
の
特
徴
を
考
慮
し

た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
、
安
全
と
健
康
確
保

の
観
点
か
ら
、
事
業
場
と
し
て

で
き
る
こ
と
や
重
要
な
こ
と

を
、
優
先
順
位
を
た
て
推
進
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と 

健
康
確
保
対
策
の
進
め
方

　

国
は
中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
に
よ
る
「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ

ン
１００
」
を
公
表
し
、
事
業
者
は

そ
れ
に
よ
り
事
業
場
の
実
情
に

即
し
て
優
先
し
て
取
り
組
む
事

項
の
選
定
、
職
場
改
善
策
の
検

討
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
は
「
事
業
場
の

現
状
の
把
握
」
が
大
切
で
す
。

高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
状
況
と

し
て
ど
の
よ
う
な
作
業
に
ど
の

く
ら
い
の
人
数
が
従
事
し
て
い

る
か
、
近
年
の
労
働
災
害
の
発

生
状
況
と
し
て
ど
の
よ
う
な
タ

イ
プ
の
労
働
災
害
が
ど
の
よ
う

な
原
因
で
発
生
し
て
い
る
か
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
労
働

安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
場
合
は

ど
の
よ
う
な
結
果
か
、
高
年
齢

労
働
者
の
作
業
に
重
量
物
や
作

業
ス
ピ
ー
ド
等
の
点
で
高
負
荷

作
業
が
あ
る
か
、
高
年
齢
労
働

者
に
増
加
す
る
健
康
課
題
と
し

て
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な
ど
の

疾
病
罹
患
状
況
は
ど
う
か
、
高

年
齢
労
働
者
の
体
力
面
は
ど
う

か
、
事
業
場
の
規
模
に
よ
る
実

施
体
制
は
ど
う
か
、
な
ど
を
把

握
し
て
お
く
と
全
体
と
し
て
の

優
先
度
の
検
討
の
参
考
と
な
り

ま
す
。

　

次
に
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１００

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い

て
、
事
業
場
の
対
応
状
況
の
現

状
を
把
握
し
、
実
施
で
き
て
い

な
い
内
容
か
ら
優
先
度
を
検
討

し
ま
す
。

　

表
は
業
種
別
の
優
先
取
り
組

み
事
項
で
す
。
衛
生
委
員
会
ら

で
実
施
計
画
に
関
し
て
意
見
を

聞
く
こ
と
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
仕
組
み
に
よ
り
、
年
々
事

業
場
の
取
り
組
み
状
況
を
改
善

し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
エ
イ
ジ
ア

ク
シ
ョ
ン
１００
は
、
９
つ
の
大
項

目
と
そ
れ
に
連
な
る
中
項
目
と

小
項
目
か
ら
な
り
、
合
計
１００
項

目
の
「
安
全
と
健
康
確
保
の
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
埋
め
て
い

く
こ
と
で
、
総
合
的
に
事
業
場

の
現
状
を
把
握
で
き
ま
す
。
詳

細
は
、
文
末
の
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。�

転
倒
防
止
で
は
、①
つ
ま
づ
き
、

踏
み
外
し
、滑
り
の
防
止
措
置
、

の
小
項
目
が
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
項
目
と
し
て
、
①
通
路

幅
確
保
・
整
理
整
頓
・
ケ
ー
ブ

ル
類
束
ね
、
②
階
段
や
通
路
の

照
度
確
保
、
③
階
段
の
手
す
り

や
通
路
の
段
差
解
消
・
滑
り
防

止
措
置
、
④
改
善
が
難
し
い
場

合
の
危
険
表
示
等
に
よ
る
注
意

喚
起
措
置
の
４
項
目
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
転
倒
事
故
は
労

働
災
害
全
体
の
約
２
割
と
最
多

を
占
め
、
50
歳
以
上
で
は
約
３

割
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高

年
齢
労
働
者
で
は
転
倒
に
よ
り

骨
折
を
伴
い
重
症
化
す
る
傾
向

に
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低

下
、
下
肢
筋
力
の
低
下
、
俊
敏

性
の
低
下
、
視
認
性
の
低
下
な

ど
が
転
倒
し
や
す
い
原
因
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
年
齢
労
働

者
の
特
性
と
労
働
災
害
に
お
け

る
転
倒
事
故
対
策
の
重
要
性
は

関
連
が
あ
り
、
職
場
で
の
適
切

な
対
策
の
必
要
性
が
認
識
で
き
、�

そ
の
実
施
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
エ
イ

ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１００
」
で
は
、
こ

の
よ
う
な
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
も

詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
は
、
今
年
度
末
を
め
ど

に
「
高
年
齢
労
働
者
が
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
実
現
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
仮
）」
を
策

定
予
定
で
す
。

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が 

留
意
す
べ
き
点

　

高
年
齢
労
働
者
の
特
徴
は
、

比
較
的
均
質
な
若
年
労
働
者
と

比
較
し
て
、
身
体
・
精
神
機
能

だ
け
で
な
く
、仕
事
の
熟
練
度
、

異
動
・
転
職
な
ど
に
よ
る
仕
事

上
の
変
化
、
健
康
度
や
疾
病
状

況
な
ど
に
お
い
て
も
、
非
常
に

多
様
な
状
態
の
労

働
者
で
あ
る
と
い

う
点
で
す
。
そ
の

た
め
、
年
代
に
よ

る
特
徴
を
捉
え
た

全
体
と
し
て
の
対

策
の
推
進
と
と
も

に
、
そ
の
経
験
の

違
い
や
状
態
の
多

様
性
を
捉
え
た
個

別
の
対
応
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
推
進
す

る
こ
と
が
大
切
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

高年齢労働者の
� 安全と健康確保の進め方

労
災
認
定
の
約
半
分
が
50
歳
以
上

エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
100
の
活
用
で
対
策
を

参考：中央労働災害防止協会「エイジアクション100」
URL：�https://www.jisha.or.jp/research/ageaction100/�

index.html

表　主な業種別の最優先取り組み事項
　 転倒防止

（３−（１））
堕落・
転落防止
（３−（２））

腰痛防止
（３−（３））

はさまれ・
巻き込ま
れ防止
（３−（４））

交通労働
災害防止
（３−（５））

熱中症
予防
（３−（６））

①製造業 ○ ○ ○ ○
②建設業 ○ ○ ○ 　 　 ○
③交通運輸業 ○ 　 ○ 　 ○
④陸上貨物運送事業 ○ ○ ○ ○
⑤小売業 ○ ○ ○
⑥社会福祉施設 ○ 　 ○
⑦飲食店 ○ 　
⑧ビルメンテナンス ○ ○
⑨警備業 ○ 　 　 　 ○ ○
� （エイジアクション100より）

図　事故型別の労働災害の違い
事故型別の年千人率（2016年）
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風しんの
抗体検査・予防接種の
無料クーポンは

有効期限にご注意ください
　風しんで最も怖いのは、妊娠初期（20週ご
ろまで）の女性が感染すると、生まれてくる
赤ちゃんに、難聴や心疾患、白内障など先天
性風しん症候群を引き起こす恐れがあること
です。しかし風しんは、ワクチンを接種する
ことで予防できます。
　そこで国は、現在の予防接種法で行ってい
る風しんの予防接種対象者に、抗体保有率の
低い世代の男性を対象者に加え（下表）、今年
度から無料クーポンを配布しました。

令和元（2019）年度の対象者
　今年度は、昭和47（1972）年４月２日～昭
和54（1979）年４月１日生まれの男性に対し
て、住民票のある市区町村からクーポン券が
発送されています。対象者であってもクーポ
ン券がない場合は、この制度を利用すること
ができません。手元に届いていない方は、住
民票のある市区町村にご確認ください。

　当協会では、定期健診や特定健康診査を受
診している方には、健診と同一機会に風しん
抗体検査ができるような体制を準備していま
す。しかし、現在発行されているクーポンの
有効期限は、令和２（2020）年３月末です。期
限にご留意の上、ご活用ください。

　クーポンを使っての
　抗体検査に関するご予約は、
　当協会　検診計画部二課
☎045（６41）８572
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発
達
の
遅
れ
に
よ
り
体
や
手

先
が
上
手
く
使
え
ず
、
学
校
生

活
に
な
じ
め
な
く
な
る
児
童
は

少
な
く
な
い
。「
身
体
の
不
器

用
さ
ゆ
え
の
失
敗
は
目
に
見
え

て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
伝
わ
る
た

め
、
児
童
の
心
に
不
完
全
感
が

芽
生
え
自
己
有
能
感
や
自
尊
感

情
が
低
下
し
学
習
意
欲
が
そ
が

れ
て
し
ま
う
」と
笹
田
哲
先
生
。

講
座
で
は
成
果
の
あ
っ
た
事
例

を
も
と
に
、
体
の
使
い
方
を
向

上
さ
せ
る
指
導
法
を
学
ん
だ
。

　

学
校
生
活
で
避
け
て
通
れ
な

い
動
作
の
ひ
と
つ
が「
書
字
」。

鉛
筆
の
持
ち
方
、筆
圧
の
強
さ
、

運
筆
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
に
問
題

を
抱
え
る
児
童
に
指
導
す
る

際
、
い
き
な
り
書
き
方
を
修
正

し
よ
う
と
試
み
て
も
成
果
は
出

に
く
い
。
効
果
的
な
の
は
、
体

の
動
き
（
姿
勢
）・
手
の
動
き
・

見
る
動
き
・
認
知
の
順
に
４
ス

テ
ッ
プ
で
行
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構

造
の
修
正
指
導
法
（
図
）。
上

手
に
文
字
を
書
く
に
は
、
ま
ず

足
を
床
に
つ
け
て
上
半
身
を
安

定
さ
せ
、
腰
を
起
こ
し
背
筋
を

伸
ば
し
た
姿
勢
を
維
持
さ
せ
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

そ
の
う
え
で
適
度
な
筆
圧
で

疲
れ
ず
、
長
く
書
け
る
鉛
筆
の

持
ち
方
を
指
導
す
る
と
よ
い
。

そ
れ
が
で
き
る
と
、
先
生
の
指

示
に
従
っ
て
教
科
書
を
見
な
が

ら
縦
書
き
で
マ
ス
目
か
ら
は
み

日
　
時
／
令
和
２
年
１
月
25
日

（
土
）
14
：
00
～
16
：
00

会
　
場
／
神
奈
川
県
予
防
医
学

協
会　

３
階
健
康
測
定
室

講
　
師
／
片
山　

佳
代
子
先
生

（
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

臨
床
研
究
所
が
ん
教
育
・
サ
バ

イ
バ
ー
シ
ッ
プ
支
援
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
主
任
研
究
員
・
医
学
博

士
）

テ
ー
マ
／「
が
ん
教
育
の
こ
れ

ま
で
と
今
後
の
展
開　

～
子
ど

も
た
ち
に
何
を
伝
え
る
の
か
～
」

　

２
０
１
２
年
６
月
「
第
２
期

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
に

初
め
て
が
ん
の
教
育
・
普
及
啓

発
が
盛
り
込
ま
れ
、
続
く
第
３

期
基
本
計
画
に
お
い
て
も
が
ん

教
育
・
普
及
啓
発
は
、
分
野
別

施
策
の
３
本
柱
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
と
し
て
、
ま
た
避
け
ら

れ
る
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
施
策

と
し
て
、
が
ん
と
い
う
疾
患
の

包
括
的
な
理
解
を
国
民
へ
促
す

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
が
ん
教
育
が

が
ん
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
た
の

か
？　

２
０
１
２
年
以
降
多
く

の
学
校
で
が
ん
教
育
を
実
施
し

て
き
た
演
者
が
、
が
ん
教
育
の

現
状
と
課
題
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
が
ん
教
育
の
展
望
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す
。�（
講
師　

記
）

出
さ
な
い
よ
う
に
文
字
を
書
け

る
よ
う
に
な
り
、
し
っ
か
り
見

る
た
め
に
必
要
な
首
と
眼
球
の

動
き
も
養
わ
れ
る
。
最
終
段
階

と
し
て
書
き
方
を
考
え
る
意
欲

が
生
ま
れ
る
。

手
先
の
動
作
向
上
は 

姿
勢
か
ら
見
直
す

　

第
一
段
階
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
あ
る
姿
勢
。
ク
ラ
ス
で
よ
く

見
ら
れ
る
座
位
姿
勢
の
崩
れ

は
、
顔
が
机
に
近
い
、
猫
背
に

な
る
、
背
も
た

れ
に
寄
り
か
か

る
、
体
が
左
右

ど
ち
ら
か
に
傾

く
な
ど
。
お
尻

が
座
面
か
ら
滑

り
落
ち
両
足
を

前
に
投
げ
出
す

座
り
方
も
多

く
、こ
の
場
合
、

黒
板
の
内
容
を

ノ
ー
ト
に
書
き

留
め
よ
う
と

思
っ
て
か
ら
体

を
起
こ
し
鉛
筆

を
持
つ
た
め
タ

イ
ム
ラ
グ
が
生

じ
、
書
き
留
め

る
内
容
を
忘
れ

て
し
ま
う
、
授
業
に
つ
い
て
い

け
な
い
、
注
意
散
漫
で
聞
き
逃

し
が
多
い
。

　

そ
の
結
果
、
学
習
意
欲
の
低

下
を
招
く
。
姿
勢
の
崩
れ
が
引

き
起
こ
す
弊
害
は
他
に
も
あ

り
、
体
の
歪
み
、
肩
こ
り
、
視

力
の
悪
化
、
呼
吸
が
浅
く
な
る

な
ど
。給
食
で
は
咀
嚼・嚥
下・

消
化
に
問
題
が
生
じ
、
こ
ち
ら

も
見
逃
せ
な
い
。
座
位
姿
勢
の

崩
れ
が
口
頭
注
意
で
直
ら
な
い

場
合
は
、
身
体
ガ
イ
ド
を
入
れ

た
り
、
体
幹
を
鍛
え
る
遊
び
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
り
す

る
の
も
効
果
的
で
あ
る
。
正
し

い
姿
勢
を
保
持
す
る
に
は
、
筋

力
ア
ッ
プ
に
加
え
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
強
化
も
重
要
に
な
る
と
い

う
。
ま
た
、
筋
肉
が
鎖
の
よ
う

に
密
集
し
て
い
る
肩
甲
骨
を
動

か
す
と
体
の
末
端
部
分
が
ス

ム
ー
ズ
に
動
く
た
め
、
体
育
の

準
備
体
操
な
ど
で
肩
甲
骨
回
し

を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

第
二
段
階
は
手
の
動
き
。
間

違
っ
た
鉛
筆
の
持
ち
方
の
代
表

例
は
、
先
端
持
ち
、
親
指
で
っ

ぱ
り
持
ち
、
垂
直
持
ち
、
人
差

し
指
の
第
一
関
節
が
下
向
き
に

曲
が
る
逆
「
く
」
の
字
持
ち
。

先
端
持
ち
の
場
合
、
芯
が
指
で

隠
れ
る
た
め
体
を
傾
け
斜
め
横

か
ら
見
る
癖
が
つ
き
姿
勢
が
崩

れ
る
ほ
か
、
筆
圧
は
強
く
運
筆

が
遅
く
な
り
が
ち
。
指
導
す
る

際
は
、
先
端
部
に
指
が
か
か
ら

な
い
よ
う
輪
ゴ
ム
を
巻
い
て
ガ

イ
ド
す
る
。

　

筆
圧
の
強
さ
か
ら
消
し
ゴ
ム

で
文
字
を
上
手
く
消
せ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
や
は
り
座
位

姿
勢
の
崩
れ
を
矯
正
し
た
う
え

で
、
人
差
し
指
と
親
指
で
Ｌ
字

を
作
り
、
手
の
ひ
ら
全
体
で
紙

を
し
っ
か
り
お
さ
え
る
よ
う
に

指
導
す
る
。
体
の
使
い
方
を
見

ず
に
「
し
っ
か
り
消
し
て
」
と

教
え
て
も
改
善
し
な
い
の
で
気

を
つ
け
た
い
。
参
加
者
か
ら
の

質
問
は
「
ハ
サ
ミ
を
使
う
際
に

指
を
切
る
」と
い
っ
た
ケ
ー
ス
。

適
切
な
介
助
法
は
、
肘
を
机
に

固
定
し
て
手
首
を
支
え
て
起
こ

し
、
ワ
ン
カ
ッ
ト
で
切
れ
る
と

や
る
気
向
上
に
つ
な
が
る
。
ハ

サ
ミ
は
小
学
校
の
全
学
年
で
使

用
さ
れ
、
切
っ
て
終
わ
り
で
は

な
く
「
切
っ
て
貼
る
」
と
い
う

一
連
の
作
業
で
構
成
さ
れ
る
た

め
、
上
手
く
切
れ
な
い
と
作
品

が
作
れ
ず
や
る
気
が
ダ
ウ
ン
す

る
の
で
適
切
な
介
助
を
実
施
し

た
い
。

　

教
室
を
離

れ
た
場
面
で

は
、
ト
イ
レ

の
失
敗
が
児

童
の
自
信
喪

失
に
大
き
く

関
係
す
る
こ

と
が
多
い
。

児
童
が
口
頭

指
導
で
ト
イ

レ
の
使
い
方

を
理
解
す
る

の
は
難
し
く
、

ノ
ッ
ク
を
す

る
、
鍵
を
閉

め
る
、
男
子

は
便
器
と
の

距
離
を
つ
か

む
、
水
の
流

し
方
な
ど
一

連
の
ト
イ
レ

動
作
を
映
像
で
見
せ
る
の
が
適

切
。
ズ
ボ
ン
を
半
分
下
げ
て
方

向
転
換
で
き
な
い
児
童
に
は
、

両
足
を
タ
オ
ル
で
結
ん
で
歩
く

遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
第
一
段
階

の
訓
練
と
し
て
有
効
に
な
る
。

で
き
る
体
作
り
が 

集
団
適
応
力
に
つ
な
が
る

　
「
集
団
へ
の
適
応
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

向
上
さ
せ
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
作
を
支
障
な
く
『
で
き
る

体
』を
作
る
必
要
が
あ
る
。『
体

作
り
』
は
学
習
だ
け
で
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
、

学
習
と
運
動
を
切
り
離
さ
ず
指

導
し
て
ほ
し
い
」と
笹
田
先
生
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
で
き
な
い

動
作
を
反
復
さ
せ
る
指
導
で
は

な
く
、
気
に
な
る
動
作
を
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
構
造
で
分
析
し
、
遊
び

感
覚
で
取
り
組
め
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ

「
小
さ
な
で
き
た
」
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
し
た
い
。
新
た
な

視
点
と
具
体
的
な
指
導
法
を
学

び
、
早
速
実
践
し
た
い
と
い
う

声
が
多
く
上
が
っ
た
。

　
神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
の
10
月
例
会
が
10
月
26
日
、
当

協
会
で
開
催
さ
れ
た
。
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
保
健
福

祉
学
部
教
授
・
笹
田
　
哲
先
生
を
招
き
「
気
に
な
る
こ
ど
も

の
で
き
た
！
が
増
え
る
　
体
・
手
先
の
使
い
方
」
の
テ
ー
マ

で
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
学
習
場
面

を
想
定
し
た
具
体
的
な
研
修
を
行
っ
た
。
県
内
の
養
護
教
諭

ら
10
人
が
参
加
し
た
。

１月例会のお知らせ
神奈川学校保健研究会

気になる子どもの
 　　　 が増える「できた」

神奈川学校保健研究会

　

本
校
は
全
校
児
童
58
人
の

小
規
模
校
で
、
学
校
の
周
り

に
は
田
畑
が
広
が
り
、
豊
か

な
自
然
と
温
か
い
地
域
の

方
々
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
朝

行
う
「
朝
マ
ラ
ソ
ン
」
で
体

力
を
つ
け
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、本
当
に
た
く
ま
し
く
、

欠
席
児
童
ゼ
ロ
の
日
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

赴
任
し
て
す
ぐ
の
あ
る

時
、
３
年
生
の
女
の
子
が
泣

き
な
が
ら
来
室
し
、「
歩
く

と
膝
が
曲
が
る
の
」
と
言
い

ま
し
た
。
初
め
は
、
ど
こ
か

け
が
を
し
て
、
痛
く
て
泣
い

て
い
る
の
か
と
思
い
、
い
ろ

い
ろ
調
べ
た
の
で
す
が
、
異

常
な
し
。
ど
う
や
ら
、
歩
い

て
い
る
と
き
に
自
分
の
膝
が

曲
が
る
こ
と
に
初
め
て
気
付

き
、
骨
が
折
れ
た
と
思
い
不

安
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

実
際
に
私
の
歩
く
様
子
を
見

せ
、
同
じ
よ
う
に
膝
が
曲

が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
と
「
良
か
っ
た
～
」
と
安

心
し
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で

保
健
室
か
ら
出
て
行
き
ま
し

た
。
子
ど
も
は
、
自
分
の
体

や
そ
の
成
長
に
つ
い
て
不
安

に
思
っ
た
り
、
切
実
に
悩
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

れ
を
こ
の
よ
う
に
解
消
・
解

決
し
て
い
く
の
だ
と
感
動
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も

の
不
安
・
悩
み
を
理
解
す
る

に
は
、大
人
の「
当
た
り
前
」

で
物
事
を
捉
え
て
は
い
け
な

い
の
だ
と
考
え
る
出
来
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
出
来
事
も
あ
り
、

健
康
教
育
に
は
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
体
に
興
味

を
持
つ
こ
と
が
、
生
涯
健
康

に
過
ご
す
こ
と
の
第
一
歩
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
養
護
教
諭
と
し
て
、

そ
の
一
助
を
担
え
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

大井町立相和小学校
養護教諭

柳
や な

川
が わ

 優
ゆ

里
り

香
か

保健室

認知
書き方を考える

意欲

見る動き
前方（大人、黒板）、ノートなどを見る

手の動き
鉛筆を持つ、消しゴムで消す、紙を押さえる、両手動作

姿勢
椅子座位姿勢、足接地、体幹の保持

第４段階

第３段階

第２段階

第１段階

図　書字動作のピラミッド



健 康 か な が わ （毎月１回・15日発行） （４）第６２１号令和元年１２月１５日

個人情報の取り扱いについて
　当協会では、本紙を送付している皆様につ
いて、送付に必要な情報（氏名・住所・所属
など）を送付名簿として保持しております。
　この個人情報は当協会の個人情報保護方針
に基づき、厳重な管理のもとに運用しており
ます。その上で、今後も継続して送付したい
と考えております。送付名簿から削除・訂正
を希望される場合には、健康創造室企画課
（☎045−641−8505）までご連絡ください。

　

来
年
4
月
1
日
の
改
正
健
康

増
進
法
の
全
面
施
行
ま
で
半
年

を
切
っ
た
。
改
正
後
は
飲
食
店

を
含
む
多
く
の
オ
フ
ィ
ス
や
事

業
所
で
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
る
。

　

ま
た
、
20
歳
未
満
の
喫
煙
エ

リ
ア
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
、
喫

煙
室
を
設
置
す
る
場
合
は
標
識

掲
示
も
義
務
化
と
な
る
。
厚
生

労
働
省
は
10
月
28
日
、
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
「
み
ん
な
で

ト
ラ
イ
！！
な
く
そ
う
、
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
」
を
テ
ー
マ
に
啓

発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
厚
労
省
健
康

局
健
康
課
の
神
ノ
田
昌
博
課

長
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
推
進

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る
タ
レ

ン
ト
の
岡
田
結
実
さ
ん
、
２
０ 

１
１
年
・
15
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の
畠
山

　

全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会

（
＝
全
衛
連
）
の
創
立
50
周
年

記
念
式
典
が
10
月
29
日
浅
草

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
都
台
東

区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
全
衛
連

は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
全
国
労

働
衛
生
検
診
機
関
連
合
会
と
し

て
昭
和
44
年
に
設
立
。
当
初
、

20
機
関
が
参
加
し
て
い
た
。
当

協
会
も
そ
の
20
機
関
に
名
を
連

ね
、
当
協
会
初
代
理
事
長
の
青

連
の
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た

と
し
て
48
人
が
功
労
者
表
彰
さ

れ
た
。
当
協
会
か
ら
専
務
理

事
・
事
業
局
長
の
根
本
克
幸
、

理
事
の
栗
原
博
、
専
門
委
員
の

芦
田
敏
文
の
3
人
が
表
彰
。
ま

た
式
典
後
、
自
治
医
科
大
学
の

永
井
良
三
学
長
が
「
少
子
高
齢

化
時
代
の
日
本
の
医
療
」
の
記

念
講
演
会
が
催
さ
れ
た
。

健
介
選
手
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
（
写
真
下
）。
神
ノ

田
課
長
は
今
回
の
法
改
正
に
つ

い
て
「
受
動
喫
煙
対
策
は
こ
れ

ま
で
の
マ
ナ
ー
か
ら
一
歩
進
め

て
ル
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
後
は
マ
ナ
ー
と

ル
ー
ル
を
車
の
両
輪
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
」

と
語
っ
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
「
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
で
気
持
ち
の
良
い
社
会
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
コ
メ

ン
ト
。
畠
山
選
手
は
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
内
の
ル
ー
ル
に
な
ぞ
ら

え
「
い
い
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
外
で
も
ル
ー
ル
を

作
り
、
チ
ー
ム
の
文
化
と
し
て

残
し
て
い
る
。
こ
の
対
策
が
当

た
り
前
の
社
会
に
な
り
、
将
来

の
子
ど
も
に
も
残
し
て
い
け
れ

ば
い
い
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
受
動
喫
煙
対
策
推

進
マ
ス
コ
ッ
ト「
け
む
い
モ
ン
」

が
登
場
し
、
全
国
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
7
府
県
）
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
新
ポ

ス
タ
ー
が
披
露
さ
れ
た
。

木
巽
が
副
会
長
と
し
て
会
の
設

立
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

全
衛
連
の
紀
陸
孝
会
長
（
写

真
）
は
「
設
立
当
初
20
機
関
に

過
ぎ
な
か
っ
た
会
員
は
、
１
２
０

機
関
に
拡
が
り
、
職
域
を
中
心

と
し
て
定
期
健
康
診
断
、
が
ん

検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
年
間

５
、０
０
０
万
人
の
方
々
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
大
き
く
発
展

し
た
の
は
全
衛
連
草
創
期
に
お

け
る
先
達
の
労
働
衛
生
向
上
に

か
け
る
熱
い
思
い
と
、
こ
れ
を

確
実
に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
き

た
会
員
各
位
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
長
年
、
全
衛

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る『
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
in
鎌
倉
２

０
１
９
』（
主
催
＝
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
・
鎌
倉
市
）が
、
11
月

２
日
に
開
催
さ
れ
た
。今
年
は
会
場
を
、大
船
観
音
寺
で
の
大
船
観

音
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
加
え
、「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」は
鎌

倉
女
子
大
学
の
学
園
祭「
み
ど
り
祭
」の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
。

厚
労
省

鎌倉女子大学でのトークショー
＆

大船観音ライトアップ
　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
か
な
が
わ
代
表
の
土
井

卓
子
医
師（
湘
南
記
念
病
院
乳

が
ん
セ
ン
タ
ー
長
）が
、ゲ
ス
ト

に
鎌
倉
女
子
大
学
教
授
の
木
下

博
勝
医
師
、
戸
塚
共
立
第
１
病

院
附
属
サ
ク
ラ
ス
乳
腺
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
岡
本
直
子
医
師
、
戸

塚
共
立
第
２
病
院
乳
腺
外
科
の

西
澤
昌
子
医
師
、
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
ふ
じ
さ
わ
実
行
委
員
長
で
歌

手
の
麻
倉
未
稀
さ
ん
、
同
・
副

実
行
委
員
長
で
作
詞
家
の
富
田

京
子
さ
ん
を
迎
え（
写
真
１
）、

来
場
者
を
巻
き
込
ん
だ
軽
快
な

ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

途
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
マ
イ

ル
ボ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

理
事
の
岡
橋
優
子
さ
ん
に
よ
る

“
楽
動
（
ら
く
ど
う
）
体
操
”

を
は
さ
み
、
木
下
先
生
の
「
が

ん
死
を
防
ぐ
に
は
、
早
期
発
見

早
期
治
療
し
か
な
い
。
１
人
で

も
多
く
の
人
に
検
診
の
重
要
性

を
広
め
て
ほ
し
い
」、
富
田
さ

ん
の「
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、

周
り
の
友
人
に
検
診
を
勧
め
る

な
ど
“
い
い
お
せ
っ
か
い
”
を

し
て
ほ
し
い
」、
麻
倉
さ
ん
の

「
定
期
的
に
検
診
し
て
、
安
心

し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」、
西
澤
先
生
の
「
乳
が
ん

だ
と
告
げ
ら
れ
た
時
に
後
悔
を

し
な
い
た
め
に
、
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
」、
岡
本
先
生
の

「
乳
が
ん
は
身
近
な
病
気
、
早

く
見
つ
け
れ
ば
治
る
病
気
。
ぜ

ひ
身
近
な
人
を
誘
っ
て
、
乳
腺

に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
っ
た
。

土
井
代
表
は
、「
現
在
、
乳
が

ん
は
罹
患
率
も
死
亡
率
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
率
を
上

げ
な
い
た
め
に
は
、
正
し
い
薬

物
治
療
が
で
き

る
こ
と
と
検
診

受
診
率
が
高
い

こ
と
で
す
。
今

日
来
た
人
は
、

３
人
の
人
に
、

乳
が
ん
検
診
の

大
切
さ
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
」

と
結
ん
だ
。

　

会
場
に
は
、

２
０
０
人
を
超

え
る
聴
衆
が
集

ま
り
、
学
生
た

ち
、
家
族
連
れ
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

会
場
を
大
船
観
音
寺
に
移
し

て
の
点
灯
式
は
、
小
学
生
の

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
リ
ト
ゥ
ル
・

エ
コ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
始

ま
り
、
麻
倉
未
稀
さ
ん
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
会
場
が
盛

り
上
が
り
、
日
暮
れ
と
同
時
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た（
写
真
３
）。

　

大
船
観
音
が
ピ
ン
ク
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
姿（
写
真
４
）

は
遠
目
に
も
注
目
さ
れ
、
立
ち

止
ま
っ
て
見
上
げ
る
人
や
、
周

辺
か
ら
カ
メ
ラ
に
収
め
る
人
々

の
姿
も
恒
例
と
な
っ
た
。

受
動
喫
煙
防
止
啓
発
イ
ベ
ン
ト

全
衛
連
創
立
50
周
年
記
念
式
典

な
く
そ
う
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

当
協
会
か
ら
３
人
の
功
労
者
表
彰

『二宮町・吾妻山公園』

写真提供・神奈川新聞社

９

　吾妻山公園の頂上にある展望台からは、箱根、丹沢、富士山が360度、手に取るような近さに
感じられる大パノラマが広がります。また相模湾を一望する南側は、晴れた日には大島や初島も望
めます。公園内では四季折々さまざまな植物が楽しめ、この時期は、雪の富士山を背景に早咲きの
菜の花畑が見頃になっています。毎年1月～2月にかけて、菜の花ウォッチングが開催されています。

写真１　トークショー
左から、土井卓子、木下博勝、富田京子、
麻倉未稀、岡本直子、西澤昌子（敬称略）

写真２　大学構内に展示されたマンモグラフィ
検診車。見学者には検診について説明がされた

左から　岡田さん、畠山選手、神ノ田課長

トークセッション

ピンクリボンかながわin鎌倉2019 

写真４　ピンクにライトアップされた大船観音

写
真
３　
点
灯
式

左
か
ら
、
木
下
博
勝
、
麻
倉
未
稀
、
土

井
卓
子
、
観
音
寺
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
の
ん

ち
ゃ
ん
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鎌
倉
・

前
川
あ
や
こ
、
大
船
観
音
寺
護
持
会
・

小
野
田
康
成
、
鎌
倉
市
保
健
福
祉
部
・

内
海
正
彦
、
当
協
会
・
根
本
克
幸
（
敬
称

略
）
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